
国際ロータリー第2590地区
川崎百合丘ロータリークラブ

▪ 会長：北島 克己　　▪ 幹事：親松 裕明　　▪ 会報：中村 和広

平成29年2月7日（火）　第1846回例会

第1846回例会記録　平成29年2月7日（火）  29/48回

＜点鐘＞� 北島会長
＜ソング＞　君が代　奉仕の理想
＜お客様紹介＞
川口モーニングRC�熊谷ほの様→「川崎百合丘RCは
たくさんの奉仕活動をされていて素晴らしいクラブ
だなあと思っておりました。また孫の熊谷さらを青
少年交換留学生として選んで頂き心から御礼申し上
げます」。

＜祝い事＞
会員誕生　大矢会員、福家会員、白井会員、
　　　　　石野会員、大西会員
配偶者誕生　鴨志田会員、小林会員、玉井会員、
　　　　　　清水会員、金子会員、菅会員の奥様、
　　　　　　木庭会員のご主人様

＜会長報告＞� 北島会長
先に、理事会報告です。
・小塚会員お見舞いの件
・経営大講演会、会場案内等お手伝いの件
・�川崎西北RC、川崎麻生RC、川崎百合丘RCとの3ク
ラブ合同例会の件。5/30（火）18：00�ホテルモリノ
・�事務局携帯電話変更の件。携帯電話の劣化のため
新しい機種と交換することが承認されました。
・�事務局連絡協議会の件。新盛さんに出席をお願い
します。
以下、会長報告です。
1.�2017-18年度「地区補助金」対象プロジェクト募集
　申請期日:4/26（水）
2.��ロータリー経営大講演会の案内と登録･振込依頼

の件　日時：4/22（土）
※本日ポストインされているチラシ（1会員あたり3
枚）は一般の方の参加申込書です。お知り合いの事
業主･入会候補者に配布してください。
3.�経営大講演会　第8･9回実行委員会開催の件
　日時：第8回　2/28（火）15:00～17:00
　　　：第9回　3/31（金）15:00～
　場所：ガバナー事務所
　鈴木文夫ガバナー補佐と北島会長が出席します。
4.�2017-18年度版ロータリー手帳購入の件
5.�川崎･しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）
　2017第3回実行委員会の開催について
　2/24（金）　18：30～　麻生区役所4F
6.��地区血液対策協議会委員の任期満了に伴う新委員
の推薦について

＜幹事報告＞� 親松幹事
＊会長･幹事会　3/8（水）18：30～　柏屋
＊メークアップツアー予定　川崎西北RC
　2/23（木）　点鐘18：30～　柏屋
　�卓話：金子大ガバナーノミニー（横浜中RC）
　『地域におけるロータリー活動の重要性』
＊近隣クラブ例会変更･案内
　�川崎西北RC、神奈川RC、横浜東ローターアクト
クラブ

＜ニコニコ委員会＞� 安藤亨委員
　川口モーニングRC　熊谷ほの様→「この度青少年
交換留学生にお選び頂きました熊谷さらの祖母で
す。ご挨拶に伺いました。どうぞよろしくお願い致

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第1848回  2 月21日 クラブ協議会

第1849回  2 月28日 招聘卓話

第1850回  3 月 7 日 会員卓話 

川崎百合丘ロータリークラブ ホームページ　
http://www.kawasaki-yurigaoka-rc.jp/

例 会 日 毎週火曜日  12：30〜13：30　　
例会会場 ホテルモリノ7F　TEL 044-966-1300



します」。当クラブより、北島会長→「熊谷ほの様、
ようこそおいで下さいました」。親松幹事→「小林会
員、勝田会員、本日卓話宜しくお願いいたします」。
以下、感謝をこめてニコニコへ。安藤美恵子会員、
安藤亨会員、安藤志子会員、畠山会員、井上久会員、
井上勇会員、鴨志田会員、金子会員、勝田会員、小
林会員、中島眞一会員、中村会員、野島会員、大矢
会員、尾崎会員、坂井会員、佐藤会員、嶋会員、白
井会員、菅会員、玉井会員、渡邊会員、結城会員、
阿久澤会員。

＜出席委員会＞　� 結城委員

＜ニコニコ・財団・米山委員会＞

＜ロータリー財団委員会＞　� 嶋委員長
　中村会員→「入会記念として」

＜米山奨学委員会＞� 安藤亨委員
　鴨志田会員→「容子へ誕生日プレゼントありがと
うございました」。小林会員→「昨日、妻の誕生日に
きれいなお花を頂きました。ありがとうございまし
た」。大矢会員→「誕生祝いありがとうございます」。
嶋会員→「家内の誕生日、お花ありがとうございま
す」。白井会員→「誕生日祝いありがとうございまし
た。76年の人生を迎えました」。玉井会員→「家内の
誕生祝いを頂きありがとうございます」。

本日のプログラム
＜会員卓話＞　� 小林会員
　昨年の5月に前任の浅野
に代わり、百合丘RCに入
会させて頂いて9ヶ月が経
ちました。まず、私の生
い立ちですが、1973年12月
3日に横浜の上大岡で生ま
れました。世の中は第１
次オイルショックの最中、団塊ジュニアと呼ばれる第
2次ベビーブーム世代の生まれで川崎百合丘RCでは
畠山会員と同級生です。

中学高校時代、そして大学までテニス一色の学生生
活を送りました。我が家には3人の息子がいるのです
が、長男と次男が小学生のうちからテニスを始めてい
て、父親としてはとても嬉しく思っています。
　学生時代が終わり川崎信用金庫に入庫することに
なりました。出だしは再開発が始まる前の武蔵小杉で
の勤務でした。続いて高津区の梶ヶ谷支店で勤務し、
平成17年から平成20年までの3年間、1回目の新百合丘
支店勤務となりました。当時は営業の支店長代理とい
う立場で、実はこの百合丘RCの会員の中にも当時私
が担当していて毎月集金に伺っていたお客様もいら
っしゃいます。その後本店勤務となり、営業推進部と
いう部署で営業や商品企画、研修などを担当し、本
店営業部の営業課長を経て、昨年新百合ヶ丘に戻っ
てまいりました。
　ここで、信用金庫についてお話をさせて頂きたいと
思います。皆さんは銀行と信用金庫の違いはご存知
でしょうか。銀行は銀行法、信用金庫は信用金庫法
とそれぞれ根拠となる法律が異なります。どちらも設
立目的は「国民大衆のために金融の円滑化を図る」と
されており、預金、融資、為替、近年は投資商品や
保険商品の販売など、金融サービス自体には大きな
違いはありません。違いは経営理念と組織のあり方に
あります。みなさんご存知のとおり銀行は株式会社の
営利法人です。一方、信用金庫は地域やお客様に一
定に制限がある協同組合組織の非営利法人です。
　明治時代にドイツの信用組合を見習って制定され
た産業組合法によって設立された信用組合が信用金
庫の前身ですが、実は信用金庫のルーツは鎌倉時代
にまで遡り、無尽や頼母子講がその起源と言われて
います。無尽や頼母子講も小さなグループが地域で
つながり、毎月お金を積み立て「融通」する関係、お互
い顔が分かり、信頼できる関係で成り立つ「たすけあ
い」の組織です。そこには「相互扶助」という精神があ
り、現在の信用金庫の経営理念においても同様の精
神が引き継がれています。よって信用金庫は、地域
の方々が利用者･会員となって互いに地域の繁栄を図
る相互扶助を目的とした共同組織の金融機関であり、
地域の個人及び中小企業専門の金融機関です。利益
第一主義ではなく、会員すなわち地域社会の利益が
優先されます。さらに、営業地域は一定の地域に限
定されており、地域のお客様からお預かりした資金
はその地域の発展に生かされている点も銀行と大き
く異なります。非営利法人と言っても、信用金庫とし
て事業を継続することが社会的使命であり、そのた
めには一定の利益をあげ健全な経営体質を維持しな
くてはなりません。銀行と信用金庫は経営理念に違
いはあるにせよ、お客様のニーズによって取り扱う商
品の内容や利便性にどちらにも善し悪しがありますの
で、うまく使い分けて頂ければと思っております。

会員 出席 欠席 メーク

第1846回	 42	 26	 16	 	 61.90%
第1845回	 42	 29	 13	 3	 76.19%

出席率

今回

ニコニコ
財団
ベネファクター
米山

	 27件	 36,000円	 788件	 870,080円
	 1件	 10,000円	 18件	 247,000円
	 0件	 0円	 1件	 106,000円
	 6件	 90,000円	 28件	 380,000円

累計


